
広報 にっこう ８

　
市
は
、
平
成
　
年
度
日
光
市
職
員
採
用

２６

一
次
試
験
を
行
い
ま
す
。

と
き
…
９
月
　
日（
日
）

２１

と
こ
ろ
…
市
役
所
本
庁
舎

申
込
方
法
…
募
集
要
項
を
確
認
の
上
、
申

込
書
に
記
入
し
、
本
庁
総
務
課（
本
庁
舎

３
階
）へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※
募
集
要
項
と
申
込
書
は
本
庁
・
各
総
合

　
支
所
総
務
課
、
各
支
所
・
出
張
所
、
市

　
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

　
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
間
…
７
月
１
日（
火
）～
　
日（
火
）

２２

※
郵
送
の
場
合
は
７
月
　
日（
土
）消
印
有

１９

　
効

申
込
先
及
び
く
わ
し
く
は

　
総
務
課
　
人
事
給
与
係
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
緯（
　
）７
０
０
８

２５

求
む
外熱

き

魂

～
日
光
市
職
員
採
用
試
験
開
幕
～

一般採用

受　　験　　資　　格人数職種

焔昭和５７年４月２日～平成９年４月１日生まれの方１３名一般事務Ⅰ

焔昭和５４年４月２日～平成９年４月１日生まれの方４名土   木　
　
技
　
　
　
術

焔昭和５０年４月２日以降生まれで１級建築士の資格を
有する方、または昭和５４年４月２日～平成９年４月
１日生まれで、採用後１級建築士の受験資格を取得
した後、５年程度（高等学校卒業者は２級建築士の資
格取得を含め１０年程度）で資格を取得できる方

３名建   築

焔昭和５７年４月２日以降生まれの方
焔保育士の資格を有する方（平成２７年３月までに当該資
格取得見込みの方を含む）

２名保　育　士

焔昭和６２年４月２日～平成９年４月１日生まれの方
焔視力、聴力、関節機能などにおいて、消防職員として
の職務遂行に支障がない方

７名消　　防Ⅰ

自己アピール採用

受　　験　　資　　格人数職種

焔一般事務Ⅰの受験資格および募集要項で求める人材
の要件を満たす方

１名一般事務Ⅱ

焔消防Ⅰの受験資格および募集要項で求める人材の要
件を満たす方

１名消　　防Ⅱ

受験資格の共通事項
　日本国籍を有しない方や成年被後見人、被保佐人などは受験することが
できませんので、ご注意ください。

※詳しくは、募集要項または市ホームページをご覧ください。

２０１４年７月号９

助
対
象
は
次
の
内
容
で
す
。

焔
サ
ル
・
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生

　
獣
か
ら
農
作
物
を
守
る
た
め
、
農
地
に

　
電
気
柵
な
ど
を
設
置
す
る
活
動

焔
シ
カ
・
ク
マ
に
よ
る
立
木
の
皮
剥
ぎ
被

　
害
を
防
止
す
る
資
材
を
設
置
す
る
活
動

焔
有
害
鳥
獣
駆
除
の
た
め
、
狩
猟
免
許
　

　（
銃
器
・
わ
な
）・
銃
の
所
持
許
可
を
新

　
た
に
取
得
ま
た
は
更
新
す
る
際
の
関
係

費
用（
各
種
申
請
手
数
料
な
ど
）

鳥
獣
の
捕
獲
に
ご
協
力
を

　
市
は
、
農
作
物
や
生
活
環
境
な
ど
に
深

刻
な
被
害
が
生
じ
た
場
合
、
捕
獲（
駆
除
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ル
・
シ

カ
・
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
保

護
管
理
を
目
的
に
個
体
数
調
整
事
業
を
実

ま
ず
は
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

　
次
の
点
に
注
意
し
、
野
生
鳥
獣
を
寄
せ

付
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

焔
生
ご
み
や
空
き
缶
な
ど
を
屋
外
に
放
置

し
な
い
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
の
餌
、
家
畜

の
飼
料
な
ど
は
鍵
の
付
い
た
建
物
内
に

保
管
す
る
。

焔
農
地
や
人
家
周
辺
の
茂
み
の
刈
り
払
い

を
行
い
、
野
生
鳥
獣
が
身
を
隠
す
こ
と

が
で
き
な
い
よ
う
見
通
し
を
よ
く
す
る
。

焔
動
物
を
寄
せ
付
け
て
し
ま
う
原
因
と
な

る
集
落
内
の
柿
や
栗
な
ど
の
果
実
類
は
、

可
能
な
限
り
収
穫
す
る
。

焔
電
気
柵
や
フ
ェ
ン
ス
な
ど
を
設
置
し
、

野
生
鳥
獣
の
侵
入
を
防
ぐ
。

焔
安
全
に
注
意
し
な
が
ら
、
ロ
ケ
ッ
ト
花

火
な
ど
で
野
生
鳥
獣
を
追
い
払
う
。

地
域
の
里
山
林
を
整
備
し
ま
せ
ん
か

　
手
入
れ
不
足
の
里
山
林
や
、
そ
れ
に
隣

接
し
た
耕
作
放
棄
地
は
、
野
生
鳥
獣
の
格

好
の
隠
れ
場
所
に
な
り
ま
す
。「
と
ち
ぎ

の
元
気
な
森
づ
く
り
事
業
」
で
は
、
野
生

鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な
い
環
境
を
整
備
す
る

た
め
、
被
害
が
発
生
し
て
い
る
、
ま
た
は

発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
農
地
や
住
宅
に
隣

接
す
る
森
林
の
不
要
木
の
除
去
や
、
や
ぶ

化
な
ど
を
解
消
し
ま
す
。
こ
の
事
業
の
活

用
を
検
討
さ
れ
る
自
治
会
な
ど
の
団
体
や

農
業
者
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

被
害
防
止
の
た
め
の
支
援

　
市
は
、
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
活
動

に
対
し
て
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
補

　
市
全
域
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
産
物
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
市
は
、
捕
獲
や
駆
除
、
補
助
事
業
な
ど

各
種
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
被
害
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
次
に
お
知
ら
せ
す
る
対
策
を
組
み
合
わ
せ
、
地
域
ぐ
る
み
の
野
生
鳥
獣
対
策
を
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

施
し
て
い
ま
す
。
捕
獲
は
地
元
の
猟
友
会

の
協
力
を
得
て
行
い
ま
す
の
で
安
全
で
適

切
な
捕
獲
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
狩
猟
免
許
試
験
の
お
知
ら
せ

　
　
県
は
次
の
と
お
り
狩
猟
免
許
の
取
　

　
得
試
験
を
行
い
ま
す
。

　
わ
な
・
銃
猟
（
第
一
種
）
試
験

　
　
日
時
…
８
月
　
日（
日
）

２４

　
　
　
　
　
午
前
９
時
　
分
か
ら

３０

　
　
場
所
…
中
央
公
民
館

　
予
備
講
習（
任
意
で
受
講
）

　
　
日
時
…
８
月
５
日
（
火
）

　
　
午
前
９
時
　
分
か
ら（
受
付
は
９
　

２０

　
　
時
か
ら
）

　
　
場
所
…
中
央
公
民
館

　
※
試
験
お
よ
び
予
備
講
習
は
、
そ
の
　

　
他
の
日
時
・
場
所
で
も
開
催

　
　
　
噛
　
　
　
　
　
　
　
噛

　
野
生
鳥
獣
対
策
は
地
域
ご
と
に
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
各
地
域
の
担
当
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は

　
　
農
林
課
　
　
　
　
緯（
　
）５
１
７
２

２１

　
　
碓日 
産
業
建
設
課
　
緯（
　
）１
１
１
４

５４

　
　
碓藤 
産
業
建
設
課
　
緯（
　
）４
１
０
７

７６

　
　
碓足 
産
業
建
設
課
　
緯（
　
）３
１
１
７

９３

　
　
碓栗 
産
業
建
設
課
　
緯（
　
）１
１
３
３

９７

野
生
鳥

野
生
鳥
獣獣
に
よ
る
被
害

に
よ
る
被
害
をを

減
ら
す
た
め

　
　
　
　
　
       減
ら
す
た
め
にに


